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土質関係 JIS改正 素案 「砂置換法によ る土 の 密度試験 方

法 」，

「道路 の 平板 載荷試験方法」 お よび 「現 場 CBR 試

験 方法」 に つ い て

　　　 木 暮 敬 二 （こ ぐれ けい じ） 　 渡 辺 　 進 （わ た なべ すす む）

　　　　　　　　 土質工学会基準部長　　　　　　　　　　　　　　　　JIS検討委員会 委員長
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1．　 ま え が き

　前号に 引き続き，標記 3 規格の 改正 素案を公示す

る。こ れ ら の素案は ， 前回の サ ウ ン デ ィ ン グ関係 3

素 案と ともに ， 土質調査基準検討委員会 が技術内容

の 見直 しを行 っ た も の を ， JIS検討 委員会が様式 を

含め て検討 し ま とめ た も の で あ る
。

い ずれ も内容 の

大 きな変更 は な い が
， 単位の SI化 （平成 7 年 4 月

1 日よ り実施）に 伴 う本文，図，表 な ど対応部分 の

変更 ， 実際に 即 し た試験用具 の 記載 ， あ い ま い な表

現 の 明確化 ， 他の 同種規格 との 表現様式 の 統
一

な ど

の ほ か ，一部単純 ミ ス の 修正 も行 っ た 。 以下に 主 な

改正 点とそ の 全文 を示す 。 こ こ に 公 示 す る改正 素案

に つ い て の 意見は ， 書面 に よ り平成 5年12月 31日ま

で に土 質工 学会基準部宛 に 提 出 し て い た だ きた い
。

な お ， こ れ ら の 素案は 要すれ ば修正 の うえ理事会の

承認 を受 け て ， JIS改正原案 と し て 所管官庁 （建設

省）に 提出 され る。そ の後所定 の 手続き を経て 規格

改正 が確定 し， 施行され る の は 平成 6 年度末に な る

見込 み で あ る 。

2． 主 な改正点

　2．1JIS 　A 　1214　 砂置換法 に よる 土 の 密度試

　　　 験方 法

　（1） 図 1 の 中の説 明 「砂 の 密度を量 る と きジ ャ
ー

の 肩 の 部分に空気間げき（隙）が で きな い よ う に ジ ャ

ー
の 肩 を滑 らか にす る」 を 3．1（1）ジ ャ

ーの 条文に 移

した 。

　  　3．4試験用砂 の 条文は 引用規格を用 い て 表現

を明確に し た 。

　（3） 3．5はか りに記述 され て い るは か りの うち ，

含水比測 定に用い られ る も の は 引 用 規 格 JIS　A

」06

　1203に含まれ て い る の で 削除 した 。

（4） 3．6その他の器具 で は JISと し て 実際 に使わ

れて い る もの を あげ ， 簡潔 に表現 し た
。

　（5） 5．3．1試験孔か ら取 り出 し た 土 の含水比 の 内

容は 引用規格 JIS　A 　1203に含まれ て い る の で ， こ

の 箇条全文を削除 し た。

　  　こ の 試験 が建設工事等 の 現場 に か か わ る 土 質

調査 の
一環で あ る こ とか ら， 6．報告に 厂地 点番号及

び位置」，

「試験日」 お よび 「試験者 」 の 報告事項を

加 えた 。

　2．2　JIS　A 　 1215　道路 の平板載荷試験方法

　  　1．適用範囲 の 備考 で
， 参考値 と し て 従来単位

を ｛｝で付ける こ とを明記 し た 。 こ れ は， こ の改正

が
，
SI単位を規格値 とす る こ と に な る平成 7 年 4 月

1 日に発効する こ とを目標 と した も の で あ る こ と か

ら， 現場等に お け る混乱や ミ ス を防 ぐた め で ある 。

　（2） 3．試験装置及び器具 に お け る 用 語 「力計」，

「ダイ ア ル ゲージ」 お よ び 厂荷重装置1 をそ れ ぞ れ

「荷重計」，

「変位計」 お よ び 「反力装置」 に変更 し た。

　  　4．　（1＞e に お け る荷重 の 表 現 を 「荷重強 さ 35

kN ／m2 ｛O．　35　kgf／cm2 ｝相 当 の 荷重」 に変更 して
， 荷

重 と荷重強 さの 区別 を明確に した 。

　  　5，計算 を同種の他 の 規格 の 様式に合わ せ て 5．

記録及び整理 に変更 した 。

　  　SI 化 に関連 し て 表 1お よび 図 1 の 単位を変更

し た 。

　   　前節 と同 じ主旨か ら，6．報告 に 「地 点番号」，

「試験 目」， 「試験者」， 「測定記録」 お よび 「荷重強

さ と沈下量 の 関係」 の 報告事項 を加 えた 。

　 2．3JIS 　A 　1222 現 場 CBR 試 験方法

　（1） 1．適用範囲に従来単位 の 付記に 関す る備考 を

設 けた 。
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　  　図 1 の 中の用語 厂荷重」，

「荷重支持棒」 お よ

び 厂ダイ ァ ル ゲージ」 を そ れ ぞ れ 厂反力 」，

「支持

棒 」 お よび 「変位計」 に変更 した 。

　（3） 5．計算 を5．記録及び整理 に変更 し た 。

　（4） 表 1 の 数値は
， 元来 in−lb系の 丸 め た 基準値

を換算 した もの で ある た め，規格値 と参考値 の 数値

は従来 の まま とした。

　（5） 6．報告に 「地点番号 」，

「試験 日」，

「試験者」

お よび 「荷重強 さ一
貫入量曲線又 は荷重慣 入 曲線 」

の 報告事項を加 え た
。

日本工 業規格 （素案）

砂置換法に よ る土 の 密度試験方 法

JIS
A1214 − 1990

Test　method 　for　soil　density　by　the　sand 　replacelnent 　method

　1． 適用範囲　こ の 規格は ， 原位置の 土 の 密度 を

砂置換法 に よ っ て 求め る試験方法に つ い て 規定す る 。

　なお ， こ の 規格 で規定す る装置及 び方法 を用 い て

試験 を行 うこ とが で き る範囲は ， 最大粒径が 53mm

以 下 の土 に 限る 。

　備考　こ の 規格 の 引用規格を ， 次に 示 す 。

　　　　JIS　A 　1203 土 の 含水比試験方法

　　　　JIS　A 　 1210 突固め に よ る土 の 締固め 試験

　　　　　　　　　　方法

　　　　JIS　Z　 8801 標準ふ る い

　2． 用語の 定義　 こ の 規格 で 用い る主な用語 の 定

義は ，次 の とお りとする。

　（1） 土 の密度　土 の 単位体積あ た りの 質量 。

　（2） 湿潤密 度　土 の 単位体積あ た りの 土粒子及び

　　聞げき （隙） に含 ま れ て い る水 の質量。

　（3） 乾燥 密度　土 の 単位体積あ た りの 土粒子 の 質

　　量 。

　3． 試験器具　試験器具 は，次 の と お り とする 。

　3．1 密度測定器　密度測定器 （以下 ， 測定器 とい

う。）は ，
ジ ャ

ー とア タ ッ チ メ ン トを組み立 て 一体

の 容器 とした も の で ， 原則 として図 1 に 示 す寸法及

び形状をもつ 部品か らな る もの とす る 。

　（D ジ ャ
ー

　ジ ャ
ーは

， 容量 約 41
， 高 さ約 200

　　mm の 透明プ ラ ス チ ッ ク製瓶で ， 瓶 の 先端がア

　　タ ッ チ メ ン トに接続で き る よ うに，おね じ とな

　　 っ て い る も の とす る。砂 の 密度を量る ときジ ャ

　　ーの肩 の 部分 に空気間げき （隙）が で きな い よ

　　 うに ジ ャ
ー

の 肩 を滑 ら か に する 。

　（2） ア タ ッ チ メ ン ト　ア タ ッ チ メ ン トは ， 次の よ

　　 うな部 品が
一

体 とな っ た金属製 の もの とする 。

October ．1993

　　（a ）　 ピク ノ メータ トッ プ　小 さい 漏斗状の もの

　　　で ， そ の上端部は ， ジ ャ
ー

を接続で き る よ う

　　　 に めね じ とな っ て お り， 下端部は バ ル ブガ イ

　　　 ドに固定され て い る もの とす る 。

　　（b） 漏斗　下端 の 内径 が 162mm
， 下端か らバ

　　　ル ブ ガイ ドまで の 高 さが 134mm の 寸法 を も

　　　 っ もの で ， 上端 は バ ル ブガイ ドに 固定 され て

　　　 い る も の とする
。

　　（c） バ ル ブガイ ド　ピ ク ノ メ ータ ト ッ プ と漏斗

　　　 とを固定する 部 品 で ，直径 12．　5　mm の 孔 口

　　　 とバ ル ブ を もつ も の とする 。

　3．2 ベ ース プ レー ト　ベ ー
ス プ レ

ー
トは，図 1 に

示 す寸法 を もつ 金属製板で ， そ の 中央に 漏斗 の 内径

に等し い あ な を もつ もの とす る 。

　3．3 ガ ラ ス 板 　ガ ラ ス 板 は，厚さ約 5mm
，

一
辺

約 200mm の 正 方形 の も の とする 。

　3．4 試 験用砂　試験用砂は
，
JIS　Z8801 に規定す

る標 準網ふ る い の 呼び 寸法 2mm を通 過 し ，
75 μm

に残留する粒径範囲の も の で ， 水洗 い して 十分 に乾

燥 し た砂 とす る 。

　3．5 はか り　はか りは ， ひ ょ う量 10kg
， 感量 5g

の もの 又 は それ と同等以上 の 性能を有する もの とす

る
。

　3．6 そ の 他の器具　そ の 他 の 器具は ， 次 の とお り

とす る 。

　（1） 含水比測定器具　含水比測定器具は ，
JIS 　A

　　　1203の3．（試験器 具） に規定す る もの とする 。

　  　試験孔掘削器具　 試験孔 を掘削する た め の 器

　　具は ， 次 の とお りとす る 。

　　（a ） ハ ン ドス コ ッ プ又 は ス プーン
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図 1　 測定器 とべ 一
ス プ レ

ート

（ジャ
ー1

一

位 mm

　　（b） のみ ， た がね又 は これに類するもの

　　（C） 木づち又 は ハ ン マ
ー

〈3） 直ナ イ フ　直ナ イ フ は ，
JIS　A 　1210に 規定

　　す る も の と す る。

〈4） 温 度計　温 度計 は， 最小 目盛 1℃ の もの とす

　　 る。

　4．　試験方法　試験方法は ，次の とお りとす る 。

41 測定器の 体積と試験用 砂 の 密度の 検定

4．1．1 ジャ
ーと ピクノ メータ トッ プの体積の検定

　ジ ャ
ーと ピ ク ノ メ

ー
タ トッ プ の体積 の検定は ， 次

の とお り行 う。

　（1） 測定器を組み立て ド測定器 の 質量 （Ml ）を量

　　 る 。

  測定器 を逆 さに立 て （漏斗を上向きに し， ジ

　　ャ
ーを下 にす る 。）， バ ル ブを開 く。

　（3） 漏斗の 上 側か ら測定器 に水を入れ ， ジ ャ
ー

と

　　 ピ ク ノ メ
ー

タ トッ プ を水 で満 たす 。 こ の とき，

　　ジ ャ
ーと ピ ク ノ メ

ー
タ トッ プ に 気泡が残 ら な い

　　 よ うに す る。

　  　バ ル ブを閉じ ， 漏斗に残 っ た水を捨 て て か ら ，

　　乾 い た布 で測定器 の外及び 漏斗 の 内面を よ くふ

　　い て乾か す。

　〈5） 水 で満た した 測定器 の 質量 （M2 ）を量 っ て か

　　ら，直ちに測定器 中の水 の温度 （の をはか る 。

　  　5．1 に示 す方法に よ っ て ， そ の測定器温度 に
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　　対す るジ ャ
ー

と ピク ノ メ
ー

タ ト ッ プ の 体 積

　　（V ，）を計算する 。

　（7） （1）〜  の 操 作 を測定器 の 温度 が
一

定 の 状態で

　　 3 回繰 り返 して 行 う。 も し，各 々 の試験結果 か

　　ら得た体積の 計算値 の 差が 5ml 以 下 に な ら な

　　けれ ば，そ の 差 が 5m ♂以 下の 計算値 が 得 ら れ

　　る ま で （1）〜 （6）の 操作を 繰 り返 す。差 が 5mJ 以

　　下 の 3 個 の計算値 を平均 して ， ジ ャ
ー

と ピ ク ノ

　　メ ータ トッ プ の 体積 （V 、）とする 。

備考 1．こ の試験か ら得た ジ ャ
ー

と ピ ク ノ メ
ー

タ

　　　　トッ プ の 体積 （V1）は ， 測定器温度が 一定

　　　　で ジ ャ
ーと ア タ ッ チ メ ン トの 組み立 て位置

　　　　が変わ ら な い 限 り不変で あ る か ら， 試験時

　　　　の 接続位置を常 に一定に す る た め にジ ャ
ー

　　　　に 目印をつ け て お くとよ い
。

　　　 2．測定器温度 が広範 囲に 変 化 す る と，
V

、

　　　　値 も そ れ に応 じて 異 な る の で ，そ の 場合に

　　　　は ， あ ら か じ め そ の 範囲で 4 〜 5 点 の 測定

　　　　器温度 に対 し て （1）〜  の 操 作を行 い ， 温度

　　　　変化 に伴 う V
，値変化 の 検定曲線 を 求め て

　　　　お く。

　4．1．2 試験用 砂 の 密度の検定　試験用砂 の 密度 の

検定は ，次の とお りとする 。

　（1） 内部をよ く乾か し た 測定器 を水平 な面 の 上 に

　　逆 さに 立て 匚4，f．1  の 規定 と同 じ要領コ，
バ ル

　　ブを閉 じ る。

　  　試験用砂 を漏 斗 の 上端 ま で 入 れ，バ ル ブを開

　　い て 砂 をジ ャ
ー

と ピ ク ノ メ
ー

タ が満た され る ま

　　で 入 れ る。 こ の とき，漏 斗中 の 砂は ， 下部に移

　　動す る の で ， 砂面が次第に 下が るが，そ の 面が

　　常に 漏斗 の高 さの半分以上 とな る よ うに砂 を補

　　 う。

　  砂 の移動 が止 ま り， ジ ャ
ーと ピ ク ノ メ

ー
タ ト

　　 ッ プ が砂 で 満た され た ら，バ ル ブ を閉じ て 漏斗

　　中に残 っ た砂を捨て
， 砂 で満 た され た測定器 の

　　質量　（m ，）を量 る 。

　（4） 砂 で満た され た測定器 の質量 （M3 ）か ら，測

　　定器だ けの質量 （mt ）を減じ て ， 測定器中の 砂

　　 の 質量 （m 謦）を求 め る 。

　  試験用砂 の密度 は， 4．1．1 で得た測定器 の 体

　　積 （V1）と測定器 中 の 砂 の 質量 （M4 ）か ら， 5．2

　　 の 計算に よ っ て 求 め る
。
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　備考 1．測定器 の 体積 （Vi）は
， ω〜  の 操作を

　　　　 行 っ た とき の 測定器温度に対応する値 で な

　　　　 けれ ば な らな い 。 し たが っ て
， もし必 要な

　　　　 ら．4．1．1 備考2．で述べ た検定曲線か ら V
，

　　　　 の 値を求め る 。

　　　 2．測定器中の試験用砂 の 体積を求め る試験

　　　　 を通 じて ， 砂に振動を与え て は な らな い 。

　　　　砂 に振動 を与え る と砂が密に詰 ま り， 砂 の

　　　　密度が大 き く求 め られ ， そ の 結果 ， 求め る

　　　　土 の 密度が小 さ く得 られ る こ と に な る
。

　　　 3．試験用砂 の 密度 は，現場 で 掘削す る 試験

　　　　孔 の 体積程度 の 体積既知の容器を用 い て測

　　　　定 して もよ い 。 そ の揚合は ， 4．　2．2 に規定

　　　　す る試験孔 の 体積 の 測定方法を準用す る 。

　　　　　 な お ，
こ の 測定方法に よ る ときは ， 求め

　　　　た密度が ， ジ ャ
ー

を用い て 求め た密度 と等

　　　　 し い こ とを確か めなけれ ばな ら な い
。

　　　 4，試験用砂 の密度 を求め て か らあ ま り長 い

　　　　時間た っ た もの を現場試験 に用 い る とか ，

　　　　又 は現場試験 で既 に用 い た砂を再び 使用す

　　　　 る場合 ， 砂 の含水比変化や粒度 の 変化 に よ

　　　　 っ て土 の 密度試験 結果に 正 確さを欠 くお そ

　　　　れ があ る 。 した が っ て ， 試験用砂 の 含水比

　　　　や粒度 の 管理 を行い
，

ま た
， 砂 の 密度 の 検

　　　　定 を， しば しば行わな けれ ば な らな い
。

　4．　1．3 漏斗 を満たすの に必 要な試験用砂の 質量 の

検定　漏斗 を満 たすの に 必要な試験用砂 の 質量 の 検

定は ， 次 の とお りとする 。

　（1） 漏斗を満 たすの に十分 な量 の 試験用砂 をジ ャ

　　
ーに あ らか じ め 入 れ て お き ，

バ ル ブを閉 じ ， 測

　　定器 と入 れ た砂 の 質量 （M3
ノ

）を量 る。 4．1．2 の

　　測定 に続 い て こ の 検定 を行 う場合には ， 4．1．2 

　　で 得たジ ャ
ー

と ピ ク ノ メ
ー

タ トッ プに満 た し た

　　砂 の質量 （M3 ）を M3
ノ

とする。

　  　水平 に お い た ガ ラ ス 板 の 上に べ 一
ス プ レ

ー ト

　　を置き ， 更 に ， そ の 上 に漏斗が密接する よ うに

　　測定器 を立て る （漏斗口を下に し， ジ ャ
ーを上

　　に す る
。）。

　  　バ ル ブを開き ， ジ ャ
ーの中の 砂を漏斗 に入れ

　　る 。 砂 の 移動 が止 ま っ て か らバ ル ブを閉 じ る
。

　（4） 漏斗に移動した砂を除き， 測定器 と残 つ た砂

　　の 質量 （M5 ）を量 り，　 ms
ノ ーM5 か ら漏斗を 満た
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　　す の に必要な砂 の 質量 （M6 ）を求め る。

　4．2 現場における土 の 密度の測定

　4．　2．　1 測定前の準備 と試験孔 の 掘削方法　測定前

の 準備と試験孔 の 掘削方法 は ， 次の とお り とする 。

　（1） 試験箇所の地表面 を直ナ イ フ で水平 に な らす 。

　　こ の とき，地表面 に緩 んだ土，石又 は ごみ が あ

　　れ ばそれ を取 り除 く。

  　平 らにな らした地表面 に べ 一
ス プ レ

ー
トを密

　　着 させ て 置 く。

  　ベ ース プ レ ー ト の あな の 内側 の 土 を試験孔掘

　　削器具 を用 い て 掘る
。 掘 りだ し た 土 の 全量 を容

　 器 に入れ ， 含水比が変化 し な い よ うに ， 容器に

　　ふ た を して 保存す る。

備考　試験孔 の 最小 体積は ， 土 の 最大粒径 に応 じ

　　　　て ， 表 1に示す値 を 目安 とする 。

　　表 1　 土 の 最大粒径に対する試験 孔 の 最小 体積

土 の 最 大粒 径
　 mm5326

．513
．24
．75

試験孔 最小体積
　 　 cm3280021

 0140e700

　 4．2．2 試験孔か ら掘 り出 した土 の質量及び試験孔

の 体積の測定　試験孔か ら掘 り出 し た土 の質量及び

試験孔 の 体積 の 測定は ， 次 の とお りとす る 。

　（1） 試験孔 か ら掘 り出 した土 の 全質量 （M7 ）を量

　 　 る 。

　  　質量 を量 り終わ っ た土 をよ く混合し ， そ の 中

　　か ら，
JIS 　A 　 1203に規定す る方法に よ っ て 含

　　水比（W ）を求め る
。

　  　4．1．2（1）〜  と同 じ操作を行い ms を求め る
。

　（4） ベ ース プ レ ー トの あな に漏斗を合わ せ て測定

　　器 を直立 さ せ る
。

　  バ ル ブを開き ， ジ ャ
ーの 中の砂 の移動が 止 ま

　　 っ て か らバ ル ブ を閉 じ る。

  測定器 と残 っ た砂 の 質量 （ms ）を量 り，
　 M3 −

　　ms か ら試験孔及び漏 斗に 入 っ た 砂 の質量 （m 、）

　　を求 め る 。 Mg か ら漏 斗を満た す の に 必要 な砂

　　の 質量 （M6 ）を除 い て ， 試験孔 を満 たす の に要

　　す る砂 の 質量 （Mlo ）を求め る 。 試験 孔 の 体 積

　　（Ve）は ， 5．4（1）に よ っ て 計算す る 。

　4．2．3 土 の密度の 求め 方　4，2．2の 試験 で得 た M7 ．

V
。 及び w の値を用 い

， 5．3及 び 5．4 か ら土 の 密度
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を求 め る。

　5． 計算　計算は ， 次 の とお り行 う。

’

　5．1 ジャ
ーと ピクノメ ータ トッ プの体積　測定器

の うち ， ジ ャ
ー

とバ ル ブ孔 の 体積を含めた ピ ク ノ メ

ータ トッ プ の体積 は ， 次め式に よ っ て 算出す る 。

　 　 V
，
＝K （m2

− Ml ）

　 こ こ に，

　　 積 ： ジ ャ
ー

とバ ル ブ孔 の 体積を含めた ピ ク ノ メ
ー

タ

　　　　 ト ッ プ の 体積 （cm3 ）

　 　 M2 ： ジ ャ
ーと ピク ノ メータ トッ プ の 部分 に水 を満 た

　　　　 した ときの 質量 （9 ）

　　 M1 ：測定器の 質量 （9 ）

　　 K ： 測定水温 t
”
C に お け る水 1g 当た りの 体積

　　　　 （c「nS／9）（表 2 参照）

　 表 2　温度10〜32℃に お ける 水 19 当た りの 体積

［水調
水 1

灘 轡

こ こ に ，

　 w ：含水 比 （％）

　 mo ：試験孔か ら取 り出した 土 の 炉乾燥質量 （9 ）

　 M7 ：試験孔か ら取 り出 した 湿潤土 の 質量 （9 ）

日皿
Cズ

水 水 19 当た りの 体積
　 　 Kcm3 ／9

02468011111

つ」
一 一

1．OOO271
．　000481
．000731
．001031

．001381

．00177

24

ρ
0802

222233 1．OQ221
ユ．002681
．003201
．003751
．0〔M351

．00497

　5．2 試験用砂 の 密度　試験用砂 の 密度は ， 次 の 式

に よ っ て 算出する 。

　　　ρ商 2 等警
一

許
　 こ こ に，

　　 Pdis：試験用砂 の 密度 （9／cm3 ）

　 　 M3 ： ジ ャ
ー

と ピ クノ メ
ー

タ トッ プ に 砂 を満 た したと

　　　　 きの 質量 （9 ）

　　 m4 ： 測定器 中の 砂 の 質量 （9 ）

　 5．3 試験孔か ら取 り出 した土の 炉乾燥質量　試験

孔 か ら取 り出 し た土 の 炉乾燥質量 は
， 次 の 式に よ っ

て 算出する。

　　　　　100　m
，

　 　 mo ＝＝
　 　 　 　 w 十 100

　 5．4 土 の 密度

　（1） 試験孔 の体積　試験孔 の 体積は ， 次 の 式に よ

　　 っ て算出する 。

　　　v
・

一

叨 9

譜 一 際
　 　 こ こ に，

　　　 Vo ：試験孔 の 体積 （cm3 ）

　　　 Mg ：試験孔及び漏斗に入 っ た砂 の 質量 （9 ）

　　　 M6 ：漏斗 を満たす の に必要な砂 の 質量 （9 ）

　　　 MI 。
：試験孔を満 た す の に必 要な砂 の 質量 （9 ）

　（2） 湿潤 密度　湿潤密度は ， 次の 式に よ っ て算出

　　す る
。

　　　 ・F 許
　 　 こ こ に，

　　　 ρt ：湿潤密度 （9／cm3 ）

　  　乾燥密度　乾燥密度は ， 次の式 に よ っ て算出

　　する 。

　　　・F 告
　 　こ こ に ，

　　　 Pd ：車乞匁興密度　（9／cm3 ）

　6．　 報告　試験結果 に つ い て は ， 次 の 事項を報告

す る 。

　（1） 地点番号及 び位置

　  　試験 日

　  　試験者

　（4） 最大粒径

　  含水比

　  　湿潤密度

　（7） 乾燥密度

日本工 業規格 （素案）

道 路の 平板載荷試験方法

JIS
A1215 − 1990

Method 　for　plate　 load　test　on 　soils 　for　road

　1．　適用範囲　こ の規格は ， 道路 の路床 ， 路盤 な

ど の 地盤係数を求 めるた め の平板載荷試験方法 に つ

NO

い て規定す る 。

備考 　こ の規格の 中で ｛｝を付 けて 示 し て ある単

　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　二辷と基礎 ， 41− 10（429）
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　　　　位及び 数値は従来単位に よ る もの で あ っ て ，

　　　　参考 と し て併記 し た もの で あ る 。

　2．　 用語の定義 　こ の 規格の 中で 用 い る 主 な用語

の 定義は ， 次 の と お りとする 。

　地盤係数　ある沈下量で ， そ の ときの荷重 強 さを

除 した値。

　3． 試験装置及 び器具　試験装置及び器具 は ， 次

の とお り とする 。

　（1） 載荷板　載荷板は
， 厚 さ 22mm 以上 の 鋼製

　　円板 で ， 直径がそ れ ぞれ 30cm ，
40　c 皿 及び 75

　　 cm の もの とする。

　（2） ジ ャ ッ キ　ジ ャ ッ キ は ， 能力 50〜400kN ｛5

　　− … ｝で 蒲 度 ・・そ ・ 能力 ・ 右 以上 ・荷重

　　計又 は圧力計付き の もの とする 。

（・） 変位計 変位計 ・ ・ 黜 睡 が右 皿 m 鴦

　　最大 20mm ま で 測定 で き る ダイ ヤ ル ゲージ又

　　は こ れ と同等の 性能を もつ 電気式変位計 とす る
。

　  　沈下量測定装置　沈下量測定装置は ， 載荷板

　　 の 沈下量 を測る装置で ， 変位計取付け装置 を備

　　えた長 さ 3m 以上 の 支持ば り とそ の 支持脚 とか

　　 らな り， 支持脚 の 位置 を載荷板及び 反力装置の

　　支持点（自動車又 は ト レ ー
ラ の 場合 はそ の 車輪）

　　か ら 1m 以上離 して 置 くこ とが で きる もの とす

　 　 る 。

　〈5） 反 力装置　反力装置は
， 自動車又 は トレ

ーラ

　　 の よ うな 所要 の 反力が得られ る装置 で ，そ の 支

　　持点 を載荷板 の 外側端 か ら 1m 以上離 して 置 く

　　 こ とが で き る も の とする 。

　（6） ス トッ プウォ ッ チ又は時計

　（7） 乾燥砂

　4． 試験方法　試験方法 は ， 次 の とお り とす る
。

　（1） 試験 の 準備を次の 順序 で行 う。

　　（a） 地盤 を水平に な ら し，必要 があれ ば薄 く砂

　　　 を敷 く。

　　 （b） こ の 上 に試験に 用い る直径 の載荷板 を据 え

　　　 る が，よ り小 さい 直径の 載荷板が残 っ て い る

　　　場合に は ， こ れ らも中心を合わせ て順次積み

　　　 上げ る 。

　　（O） 載荷板の上 に ジ ャ ッ キ を置き ， 反力装置 と

　　　組 み合わ せ て 所要 の 反力が得 ら れ る よ うにす

　　　 る 。 そ の 際 ， 反力装置の 支持点は，載荷板 の

　　　外側端か ら 1m 以上離 し て 配置 しな けれ ばな
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　　　らな い
。

　　（d） 沈下量測定装置を載荷板及び 反 力装置 の支

　　 持点か ら 1m 以上離 し て 配置 し ， 載荷板 の 正

　　　し い 沈下量が測れ る よ うに 変位計 を取 り付け

　　　る 。

　　（e ） 載荷板 を安定さ せ る た め
， あ ら か じ め荷重

　　 強 さ 35kN ／m2 ｛O．　35　kgf／cm2 ｝相 当の 荷重 を

　　　か け て か ら零 に 除荷 し，変位計 の 読み を取 り，

　　　沈下の 原点 とす る 。

　（2） 荷重強さが 35kN ／m2 ｛O．35　kgf／cm2 ｝き ざみ

　　にな る よ うに荷重 を段 階的 に増加 し て ゆ き ， 荷

　　重 を上げる ご と に そ の 荷重に よ る沈下 の 進行が

　　止 ま る
｛1）

の を待 っ て 荷重計 と変位計 の読み を取

　　る
。

　　注（
1
）　 1分間の 沈下量 が，そ の荷重強 さに よ る

　　　　そ の段 階にお け る沈下量 の 1％o 以下 に なれ

　　　　ば， 沈下の 進行 が止 ま っ た と認め て よ い
。

　（3） 沈下量 が 15mm に達 す る か ， 荷重強 さが現

　　揚で 予 想で き る 最も大 きい 接地圧力の 大 き さ又

　　は 地盤 の降伏点を超 えれ ば試験 を止め る 。

　5．　 記録及 び整理　試験結果 の 記録及び整理 は ，

次 の とお り行 う。

　（1＞ 試験結果 は表 てに例示す る よ うに 記録 し，荷

　　重強さ と沈下量 と の 関係 を求め る 。

　 表 1　 平板載荷試験成績表 の 例

載荷板の 直径　30cm 　　　　　測定年月 目

載荷板の 面積　706．5cm2 　　 試 験番号

荷 　 　 　 　 　 　 　重 沈 　　 　 下

時間

min ．s

変 位計 の読
み 　 　 mm

沈 下 量

10
，3m

荷重計

の 読み

全 荷 重
　 kN
　 ｛kgf｝

荷 重 強 さ

kN 〆m2

｛kgf／cm2 ｝ 左 固 勅

0− 00i ・ ｛ ・｝10｛0　 ｝ … i卿 ・・t・
5−0510
−0314
−5818
−4222
−3026
−0229
−1531
−4535
−1038
−30

13　　2．47　｛　247｝
26　　4．95　｛　495｝
40　　　7．42　1　742｝
53　　9．89　｛　989｝
66　　12．36｛1236｝

79　　14．84｛1484 ｝

93　　17．31｛1731｝

106　　19．78 ｛1978｝

119　　22．25｛2225｝
132　　24．73 ｛2473 ｝

35　｛0．35｝　0．3eO．2SO．X 　　O．23

70　｛0．70｝　0．6CO ．520．5〔　0．50

105　｛LO5 ｝　0．8…0．80〔レ．8S　O．77

140　｛1．40｝　1．191．091．14　1，08

175　｛1．75｝　1．4E　1．321．4C　1．34

2ユ0　｛2．10｝　1．771 ．611．69　1．63

245　〔2．45｝　2．041 ，8ζ1．94　1．88

280　｛2．80｝　2．362．ユ62．26　2．20

315　｛3．15｝　2．682．462．57　2．51

350　｛3．50｝　3，0　2，772．9／　2．85

  　荷重強 さ
一沈下量 曲線 は ，（1）の 結果 を用 い て

　図 1 の よ うに描 く。

（3） 地盤係数は ， 荷重強 さ
一沈下量曲線か らあ る

　沈下量 の ときの荷重強さを求め ， 次の 式 に よ っ
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下
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困
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図 1　 荷重強 さ
一
沈下量曲線の 例

　 　　 　 荷重強さ（MN／皿
2
）1  炉cm2 ｝

0　　100　200　300　400　500　　60D　700　800　　900　1000
　 ｛1｝　｛2｝　｛31　14｝　15｝　16t　｛7f　｛8｝　｝9｝　｛1  ｝

て算出す る 。

　　　K ・
一耋

　 　こ こ に ，

　　　 Ks　：地盤係数 （kN／皿
3
）｛kgf／c 皿

8
｝

　　　 P ：荷重強 さ （kN ／m2 ）｛  f／cm2 ｝

　　　 ds ： 沈下量 （皿 ）｛cm ｝

　6． 報告　試験結果 に つ い て は ， 次の 事項を報告

す る 。

　（1） 地点番号

　  　試験 目

　  　試験者

　  　載荷板 の 直径

　（5） 測定記録

　  荷重強 さと沈下量 の 関係

　（7） 計算に用 い た沈下量

　  　地盤係数

日本工 業規格 （素案）

現場 CBR 試験方法

JIS
A1222 − 1990

Test　method 　for　the　Califomia　Bea血 g　 Ratio （CBR ） of　soils　in　pla 

　1．　 適用範囲　 こ の規格 は ， 原位置 の 土 の CBR

を求 める試験方法に つ い て規定す る 。

　 ま た ， こ の 試験 は ， 安定処理 し た土に も適用で き

る
。

　備考 1． こ の 規格の 引用規格を ， 次に示す 。

　　　　JIS　A 　1203 土 の 含水比試験方法

　　　　JIS　A 　1211　 CBR 試験方法

　　　 2．こ の 規格 の 中で ｛｝を付けて 示 し て ある

　　　　単位及び数値は従来単位に よる もの で あ っ

　　　　て ， 参考と して 併記 した も の で ある 。

　2．　 用語の 定義　こ の 規格で用 い る主 な用語の 定

義は ， 次 の とお りとす る 。

　CBR 　所定の 貫入量 に お け る 荷重強 さ の
， そ の

貫入量 に お け る標準荷重強さ に対する 百 分率 。

　3． 試験装置及 び器具　試験装置及び 器具 は ， 次

の とお りとする 。

　3．1 現場 CBR 試験機　現揚 CBR 試験機 は ， 載

荷装置 ， 荷重計 ， 貫入 ピ ス トン 及び 貫入量測定装置

か ら構成 され ， 次の 条件を満たす もの とする 。 試験

機 の 例 を図 1 に 示す 。

IJ2

（1） 載荷装置　載荷装置 は ， CBR の 大 き さ に 応

　 じ て 十分な能力の もの を用い る こ と とし ， 載荷

　能力 50kN ｛SOOOkgf ｝以上 の ス ク リ ュ
ージ ャ ッ

　 キ 又 は オイ ル ジ ャ ッ キを使用す る 。 貫入速 さ は ，

　 1mm ／min の
一

定速度で 連続的に与 える こ とが

　 で き る もの で な け れ ばな ら な い 。

  荷重計 荷重計は ，
プ ル ービ ン グ リ ン グ又は

　電気的 に荷重 を指示 で きる もの で ，予想 され る

　最大荷重 の ± 1％程度の 許容差で荷重が測定で

　 きる も の とす る 。 5〜50kN ｛500〜5000kgf｝の

　範囲で 容量 の 異な る もの を複数用意 して お き，

　最大荷重 に応 じ て 使 い 分 け る 。

  貫入 ピス トン　貫入 ピ ス ト ン は
， 直 径 50±

　O．　12　rnm の 鋼製円柱形 の も の とする 。

  貫入量 測定装置 　貫入量測定装置は，変位計 ，

　そ の取付 け具及び 架台か らな る 。 変位計は ， 最

小 目盛・・右 一 で ・ 默 ・・mm ま で 測定で

　きる ダイ ヤ ル ゲー
ジ又は こ れ と同等 の 性能を も

　つ 電気式変位計 とする 。

3．2 反 力装置 　反力装置は
， 予想さ れ る荷重 に 十

土 と基 礎．41− 10（429）
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図 1　 現場 CBR 試験機の 例
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分対応 で きる もの とし ， ダン プ ト ラ ッ ク な どを用い

る
。

　3．3 そ の他の器具

　（1） 荷重板　荷重板は，JIS　A 　1211の 4．（試験 装

　　置及び器具）に規定する もの 4 個 を用意す る 。

　  　ス コ ッ プ ，
ハ ン ドス コ ッ プ及 び直ナイ フ　直

　　ナ イ フ は ， 鋼製で 片刃 の付 い た長 さ 25cxn以上

　　 の も の とす る 。

　  　ス トッ プウオ ッ チ 又 は時計

　  　乾燥砂

　（5） 含水比 測定器具　含水比測定器具は ，
JIS　A

　　 1203の3．（試験器具） に規定する もの とす る 。

　4． 試 験方法 試験方法は
， 次 の とお りとす る

。

　（1） 試験箇所 の表面 を直径約 30cm の 水平な面に

　　仕上げ， 乾燥砂 を薄 く敷きな らす 。

　  　試験装置を組み立 て
， 試験面 に 荷重板 を 4個

　　載せ る 。

　  　貫入 ピス トン を試験面 に密着 させ る た め に

　　0．05kN ｛5kgf｝以下 の 荷重 を加 え る 。 こ の とき

　　 の荷重計及び貫入量測定装置の 読み を初期値 と

　　す る 。

　（4） 貫入 ピ ス トン を lmm ／min の 速 さで貫入 させ
，

　　貫入 量 が 0．5mm ，
1．　Omm ，1．5mm

，
2．　Omm

，

　　2．5mm
，
3．Omm ，4．Omm ，5．Om 叫 7．5mm ，

　　10．　0　mm 及び 12．5mm の と き，荷重計の 読み

　　 を記録 する 。貫入量 が 12．5mm に な る 前 に 荷

　　重計 の 読みが最大値に達 した と きは ， そ の とき

　　 の荷重計の 読み と貫入量 を記録 し て お く。

　  　貫入 試験 の 終了 後，
ピス トン 貫入部付近 か ら

October．　 aD93

図 2　 荷重強さ
一貫入量曲線

　 荷

　 重

　 強

　 さ

（MN！m2 ）

1＠ 1cm11

0　 修正原点

貫入量 〔mm ）

資料一4ge

　　試料 を採取 し て含水 比（W ）を求 め る 。

5． 記録及 び整理　試験結果 の 記録及 び整理 は
，

次 の とお り行 う。

　（1） 貫入試験 で 読み 取 っ た荷重 を貫入 ピス ト ン の

　　断面積で 除し て荷重強 さを求 め，荷重強さ
一

貫

　　入量 曲線 を描 く。荷 重強 さ一貫入量曲線 の 初期

　　の 部分に図 2 の 曲線  の よ うな変 曲点が生 じ る

　　揚合 は ， 変曲点以降 の 直線部分 を延長 し， 横軸

　　との 交点を貫入量 の 修正原点 とす る
。

　　　なお ， 荷重強 さを荷重で 表 して もよ い
。

こ の

　　場合は
， 荷重 一

貫入 量 曲線 と い う。

　（2） CBR は ， 貫入 量 2．5mm ， 5．　0　mm それ ぞれ

　　にお ける荷重強 さを荷重 強 さ一貫入量曲線か ら

　　求め ， 各 々 の 貫入 量 に 対応す る標準荷重強 さを

　　用 い て 次 の式 に よ っ て算 出す る 。

　　　 CBR ＝ 』＿x 　100
　 　 　 　 　 　 90

　 　こ こに ，

　　　g ：所定の 貫入量 に お ける荷重強さ

　　　　 （MN ／m ：
）｛kgf／cmZ ｝

　　 90 ：所定の 貫入量 に おけ る 標準荷重強さ

　　　　 （MN ／m2 ）｛  f／cm2 ｝（表 1参照）

　備考　貫入試験結果 を荷重 で整理 し た 場 合 は ，

　　　　2．5mm
，
5．　0　mm そ れ ぞれ にお け る標準荷

　　　　重 を用い て CBR を次 の 式 に よ っ て 算出 す

　 　　 　 る 。

　　　CBR 一 磊・ …

　 　こ こに ，

　　 Q ：所定の 貫入量 に お け る荷重 （kN ）｛kgf｝

　　 Qe ：所定 の 貫入 量 にお け る 標準荷重 （kN）｛kgf｝（表

　　　　 1参照）

　（3） 採用す る CBR は ， 貫入量 2．5mm に おけ る

IZ3
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表 1　 標準荷重 強さ及 び標準荷重の 値

貫 　入 　 量
　 mmFDO9

臼
尸
0

　 標準荷重強 さ

MN ／m2 ｛kgf／cm2 ｝

6．9 ｛70｝

10．3 ｛105｝

標 準 荷 重
　kN ｛kgf｝

13．4 ｛1370｝

19．9　｛2030｝

値 とす る 。 ただ し ， 貫入 量 5．Omm 匿お け る

CBR が貫入量 2．5mm の もの よ
1
り大 き い 場合

は ，必 要に 応 じ て改め て 試験 を行 い
， 再び 同 じ

結果を得だ ときは ， 貫入量 5。Omm の と き の

　　 CBR を採用する。

　 6． 報告 　試験結果 につ い て は ， 次の事項 を報告

す る 。

一．（1） 地 点番号

　  　試験 日

　   　試験者

．   　試験箇所 の 含水比

　  　荷重強さ 一貫入量 曲線又 は荷重 一貫入量曲線

　（6）
』1CBR

及 び そ れ に対応 す る貫入量
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